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２００７.６「１９６０年代におけるNPOの生成─市民活動の析出─（上）」（『立命館産
業社会論集』４３巻１号）２３-３４頁

論文（単著）秋葉 武

２００７.９「１９６０年代におけるNPOの生成─市民活動の析出─（下）」（『立命館産
業社会論集』４３巻２号）４５-６０頁

論文（単著）

２００７.９.１４「ソーシャル・マーケティングⅠ・Ⅱ」（明治大学教育振興部／（特活）
地域と協同の研究センター主催，於：明治大学）

講 師

２００７.１０.７「社会企業家のためのベンチャー・キャピタル：社会的起業の促進と
支援」（駐大阪・神戸米国総領事館 関西アメリカン・センター主催，
於：駐大阪・神戸米国総領事館）

講演（司会）

２００８.２レベッカ A.モイズ著『自閉症スペクトラム学び方ガイド─社会参加
を見通した授業づくり』（森由美子，クリエイツかもがわ）全２０４頁

訳書（監訳）荒木 穂積

２００７.９「自閉症スペクトラム児の常同行動の変化と遊びの発達─３年間のプ
レイセラピーの分析から─」（『心理教育相談センター年報』６号）

論文（共著）

２００７.５「軽度発達障害乳幼児の早期発見と早期対応をめぐって」（日本保育学
会第６０回大会自主シンポジウム，於：十文字女子学園大（埼玉））

研 究 発 表
（単独）

２００７.１２「集団遊びに着目した学童期プログラムの開発の試み」（立命館大学特
別公開シンポジウム「高機能自閉症児およびアスペルガー症候群児の
学童期の発達特徴と教育的支援」，於：立命館大学）

研 究 発 表
（単独）

２００８.２「発達障害児の支援とインクルーシブな地域づくり─舞鶴市の課題」
（発達障害者支援シンポジウム─厚生労働省障害者自立支援調査研究
プロジェクト─，於：舞鶴市）

研 究 発 表
（単独）

２００７.１１「結社研究の最近の動向─ドイツの事例を中心に─」（スポーツ史学会
会報『ひすぽ』６８号）

そ の 他
（単著）

有賀 郁敏

２００８.３『女優の誕生と終焉─パフォーマンスとジェンダー』（平凡社）全３５１頁著書（単著）池内 靖子

２００７.４「戦後日本の社会福祉と部落問題解決過程との交点をめぐって」（『部
落問題研究』１８０号，社団法人部落問題研究所）４６-６７頁

論文（単著）石倉 康次

２００７.５「高齢者ケア─認知症ケアにおける介護者視点から本人視点への転換」
（植田他編『社会福祉方法原論の展開』，高菅出版）２０-３５頁

論文（単著）

２００７.７「構造改革のもとでの社会福祉法人のあり方」（『保育情報』３６８号，全
国保育団体連絡会）２-１４頁

論文（単著）

２００８.５「障害者（児）福祉事業に関わる事業者調査の結果」（『新しい公私関係
の構築をめざす「準市場」化時代の非営利福祉事業体と公共部門の課
題』，（平成１７年度～１９年度科学研究費補助金基盤研究（C）研究成果報
告書）研究代表者 鈴木勉）１２８-１８７頁

研究ノート
（単著）

２００８.１「社会福祉事業の場の構造転換と新たなルール作りの課題」（『福祉の
公的責任と社会福祉法人等のあり方に関する「中間のまとめ」』，社会
福祉施設経営者同友会）２１-２９頁

そ の 他
（単著）

２００８.３「住民自治，非営利・協働と社会福祉」（第７回日本社会福祉学会政策
理論フォーラム，日本社会福祉学会，於：西九州大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.６「子どもの観を変える運動文化の学習─同志会実践の事実から─」
（『たのしい体育・スポーツ』No.２０４，学校体育研究同志会）２８-３３頁

論文（単著）石田 智巳
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２００７.８「ボール運動の授業の難しさと私たちの指導─『上手い，下手』関係の
組織を中心として─」（『たのしい体育・スポーツ』No.２０６，学校体育
研究同志会）３０-３３頁

論文（単著）石田 智巳

２００７.１２「子ども同士の学び合いを育むためには，どうすればよいですか」
（『体育科教育』５５巻１２号，大修館書店）６４-６５頁

論文（単著）

２００８.３「『子どものよろこびを高める技術の指導』の今日的課題」（『たのしい
体育・スポーツ』No.２１３，学校体育研究同志会）４０-４１頁

論文（単著）

２００８.３「運動文化論と『身体能力』」（『体育科教育学研究』２４巻１号，日本体
育科教育学会）１９-２４頁

論文（単著）

２００７.６.２３「運動文化論と『身体能力』」（日本体育科教育学会第１３回大会（於：早
稲田大学）

学 会 発 表
（単独）

２００８.３『聖書学用語辞典』（日本基督教団出版局）１６１,２１０-２１１,２７８-２７９,
２８９,３３４,３９９頁

そ の 他
（項目執筆）

伊東 寿泰

２００７.１１「翻訳の実際：良い翻訳をめざして」（APU言語文化インスティチュー
ト主催セミナー，於立命館APU）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００７.１２「PragmaticanalysisonBiblicaltexts:AcaseofChapter9ofJohn’s
Gospel」（第１０回日本語用論学会世界大会，於：関西外語大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.６「子供の発達と住居４７：子供たちはユーコートからなにをうけとった
か」（『住宅会議』７０号）２９-３１頁

論文（単著）乾 亨

２００７.１２「住民の力で暴力団を追い出したまち〈真野〉」（『季刊まちづくり』１７，
学芸出版社）１１２-１１８頁

論文（単著）

２００７.４「「生活と文化」─流行り謡から見た現代中国の生活─」（『現代中国の
生活変動』第７章，飯田哲也・坪井健共編，時潮社）１７８-２０２頁

論文（単著）文 楚雄

２００７.８.２３「白川静先生の漢字研究の理論及び辞書編集の実践」（中国辞書学会・
電子辞書専門委員会第３回年次大会，於：中国・魯東大学）

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.１１「「女子アナ」以前 あるいは“一九八〇年代／フジテレビ的なるも
の”の下部構造─露木茂氏インタビューから」（長谷正人・太田省一
編著『テレビだョ！全員集合』，青弓社）１９１-２１０頁

論文（単著）瓜生 吉則

２００７.１２「反復経頭蓋磁気刺激の位相に関する生理的研究─体性感覚誘発電位
を用いて─」（『臨床神経生理学』３５巻６号，日本臨床神経生理学会）
４７３-４７８頁

論文（共著）漆原 良

２００７.５「体幹ジストニアと鑑別困難であったstiff-person症候群の１例」（『臨
床神経学』４７巻４号，第４８回日本神経学会総会，於：名古屋）１８０頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１「DBS用視床埋込電極から記録した正中神経SEPの中枢性sensory
gating」（『臨床神経生理学』３５巻５号，第３７回日本臨床神経生理学会，
於：宇都宮）３７５-３７６頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１「対側運動野における反復経頭蓋磁気刺激による体性感覚誘発電位の
変動」（『臨床神経生理学』３５巻５号，第３７回日本臨床神経生理学会，
於：宇都宮）３８０頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１「反復経頭蓋磁気刺激の刺激特性の違いが体性感覚誘発電位と脳血流
に及ぼす影響」（『臨床神経生理学』３５巻５号，第３７回日本臨床神経生
理学会，於：宇都宮）３８２頁

学 会 発 表
（共同・国内）
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２００７.１１「超低頻度および低頻度反復経頭蓋反復磁気刺激が書痙患者の体性感
覚誘発電位に及ぼす影響」（『臨床神経生理学』３５巻５号，第３７回日本
臨床神経生理学会，於：宇都宮）３８２頁

学 会 発 表
（共同・国内）

漆原 良

２００７.１１「視覚誘発電位検査にて異常を認めた前兆を伴う片頭痛の１例」（『日
本頭痛学会誌』３４巻１号，第３５回日本頭痛学会総会，於：東京）７４頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００８.３「今日のアフリカの社会と舞踊の記録・保存・伝承─ケニアの舞踊と
モーションキャプチャ─」（『アート・リサーチ』８号，立命館大学ア
ート・リサーチセンター）１５-２４頁

研究ノート
（共著）

遠藤 保子

２００８.３「今日のアフリカにおける身体芸術と社会─モーションキャプチャを
利用した学際研究」（２００４～２００７年度文部科学省科学研究費補助金研
究報告書基盤研究C）全２１７頁

調 査 報 告
（共著）

２００７.５「村のダンスと舞踊団」（国立民族学博物館編『月刊みんぱく』５月号，
国立民族学博物館）４頁

その他（単独）

２００８.３.２９「モーションキャプチャを利用した舞踊動作のデジタルアーカイブ化
研究─ナイジェリアを事例として─」（日本スポーツ人類学会第９回
大会，於：流通経済大学（新松戸キャンパス））

学 会 発 表
（共同）

２００８.３.２田中葵「社会における舞踊の鑑賞に関する研究─劇場とメディアにお
ける舞踊享受を中心に─」（舞踊学会第１１回定例研究会，於：彩の国
さいたま芸術劇場）

学会コメンテータ

２００７.１２.２１‘AfricanSocietyofTodayandKenyanDanceatDigitalFrontiersat’

(RitsumaikanUniv.InternationalSymposiumHumanBodyMotion

AnalysiswithMotionCapture)

学 会 発 表
（国際シンポジウム）

２００７.１２.２‘TheBodyandTopos(Space):CaseStudyofaNigerianDance

(AbameWrestlingDanceofIgbidePeople)’（第５９回舞踊学会大会学
会委嘱研究発表，倉敷芸文館２０２号室）

学 会 発 表
（共同）

２００７.８.１７‘Dancesfrom JapanandKenya:UtilizingTechnologyofMotion

Capture’（レクチャー&デモンストレーション，JomoKenyattaUniv.
ofAgricultureandTechnology）

学 会 発 表
（単独）

２００８.２「安楽な死，尊厳ある死─の遙か手前で」（『現代思想』３６巻２号，青土
社）１７４-１８３頁

論文（単著）大谷いづみ

２００７.９.２２「「尊厳死」言説の誕生とキリスト教の関わり」（京都NCC生命倫理研
究会，於：京都NCC宗教研究所）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００８.２.２「安楽死・尊厳死」論を読み直す（第２回難病と倫理研究会，於：キャ
ンパスプラザ京都）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００７.６.２３「「よく生きる」ことと「よく死ぬ」こと─「尊厳死」研究と「いのち
の教育」の狭間で」（第１２回日本緩和医療学会シンポジウム２「緩和医
療を支える倫理と法」，於：岡山コンベンションセンター）

シンポジウム
報告（単独）

２００７.７.２１「「尊厳ある死」という思想の生成と「いのちの教育」」（第２８回SGRA
フォーラムin軽井沢「いのちの尊厳と宗教の役割」，於：鹿島建設軽
井沢研修センター）

シンポジウム
報告（単独）

２００７.４.１４「「よく死ぬ」ことと「よく生きる」ことの「間」─「尊厳死」言説を
めぐって」（立命館大学土曜講座「「生存学」の創成─障老病異と共に
暮らす世界へ」，立命館大学）

講 演
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２００８.１.１２「「問い」を立て直す─「生と死の自己決定」をめぐって」（第９回福祉
教育研修講座 社団法人日本社会福祉教育学校連盟，於：法政大学市
ケ谷キャンパス）

講 演大谷いづみ

２００８.２.１５「医療崩壊と医療倫理─〈間（あいだ）の生〉のために」（石巻赤十字
病院職員研修会）

講 演

２００８.３「アメリカにおける大学の変化とTAの組織化」（『労働社会学研究』９
号，東信堂）１-３３頁

論文（単著）大野 威

２００７.１２「平成１９年度 人材確保及び育成に関するプログラム（厚生労働省受
託２００７年問題対応U・Iターン事業）」（岡山県中小企業団体中央会）
全２８頁

調 査 報 告
（監修）

２００７.５「根拠に基づくソーシャルワーク実践を目ざして─精神障害者の生活
支援についての研究を通して─」（『社会福祉学』４８巻１号，日本社会
福祉学会）１７９-１８１頁

論文（単独）岡田 まり

２００７.９.２２
-２３

「地域包括支援センターにおける総合相談・権利擁護業務の評価に関
する研究１─地域包括支援センター社会福祉士職 業務実態調査の結
果から─」（日本社会福祉学会第５５回全国大会，於；大阪市立大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.９.２２
-２３

「地域包括支援センターにおける総合相談・権利擁護業務の評価に関
する研究２─従事する社会福祉士の力量向上を目的とした「評価シー
ト」の開発」（日本社会福祉学会第５５回全国大会，於；大阪市立大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１.２２
-２３

「ACT支援提供に重要なチームの姿勢」（精神障害者リハビリテーショ
ン学会第１５回名古屋大会，於；名古屋市公会堂・日本福祉大学名古屋
キャンパス）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１.２２
-２３

「精神科訪問活動における統合失調症者の日常生活機能に関する実態
報告─ACT-Kの活動を通して」（同上）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.６「自由記入欄の回答から」（『制度施行から１年…予防訪問介護サービ
ス利用者３１６人の実態調査第１次報告』，北海道民主医療機関連合会）
１０-２４頁

論文（単著）小川 栄二

２００７.７「ホームヘルプにおける『生活援助』サービス提供の原則と本質」（『訪
問介護サービス』，日総研出版）４-９頁

論文（単著）

２００７.９「『予防』という名のホームヘルプ利用制限を検証する」（橘晃弘『賃金
と社会保障』第１４５０号）２１-３１頁

論文（共著）

２００８.３「要援助高齢者の援助拒否・社会的孤立・潜在化問題第二次調査経過
報告」（『高齢者の援助拒否・孤立・潜在化問題研究会・第二期研究報
告書』）１２５-１７８頁

論文（単著）

２００８.３「メディアを監視する社会的な必要─米国NGOの理念と方法論から
学ぶ」（『立命館産業社会学論集』４３巻４号）２２頁

論文（単著）奥村 信幸

２００７.５.２６「国をあげてコンテンツを売ることの問題点」（ICPC（情報通信政策研
究会議）「コンテンツ政策とそれを支える制度の実態」，於：国際大学
GLOCOM（東京・港区六本木））

学 会 発 表
（単独）

２００７.６.１８「日本の政治報道とテレビの影響」（PHP総合研究所「政治とメディア
研究会」，於：PHP総合研究所（東京・千代田区麹町））

学 会 発 表
（単独）

２００７.１０.１３「メディアと市民のリテラシー」（三鷹市民大学「市民力としての教
養」，於：三鷹市民教育会館（東京・三鷹市））

学 会 発 表
（単独）
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２００８.３「市民教育とボランティア」（加藤哲郎・国広敏文編『グローバル化時
代の政治学』，法律文化社）２１５-２３６頁

論文（単著）小澤 亘

２００８.３「日本における青少年ボランティア政策の現在」（立命館大学ボランテ
ィアセンター主催国際シンポジウム報告書『ボランティアリズムと教
育─カナダ，韓国，そして，日本』，立命館大学ボランティアセンタ
ー）６０-７４頁

論文（単著）

２００7.１２「日本におけるボランティア政策の現在」（韓国語）（『青少年ボランテ
ィア海外政策事例集Ⅱ 海外青少年ボランティア活動に関する政策動
向─イギリス・日本の青少年ボランティア政策，韓国青少年振興セン
ター）３７-６４頁

その他（単著）

２００８.３「立命館大学ボランティアセンター主催国際シンポジウム報告書『ボ
ランティアリズムと教育─カナダ，韓国，そして，日本』」（注記：
２００８年１月１１日に実施した国際シンポジウムの報告書（小澤責任編
集），立命館大学ボランティアセンター）全７７頁

その他（編著）

２００８.３報告概要「ボランティア文化の国際比較─日・韓・加３カ国の大学
生・高校生調査から」（立命館大学ボランティアセンター主催国際シ
ンポジウム報告書『ボランティアリズムと教育─カナダ，韓国，そし
て，日本』，立命館大学ボランティアセンター）１１-１４頁

その他（単著）

２００７.５「IT教育協力に関する諸課題と改善へのパースぺクティブ」（『鳴門教
育大学国際教育協力研究』２巻，鳴門教育大学）３３-３７頁

論文（単著）小原 豊

２００７.８「算数・数学教育における異文化理解に関する考察」（日本数学教育学
会誌『算数教育』８９巻８月号，日本数学教育学会）２０-２８頁

論文（単著）

２００７.６「アジア太平洋地域における数学教育協力の動向」（第６回国際教育発
展・協力研究会，於：京都女子大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.８「教授学的変換に基づく算数・数学科の教材開発」（２００７年度鳥取数学
教育研究会，於：鳥取大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.９「文科系大学生のもつ数学観の特徴について」（第４２回近畿数学教育学
会例会，於：滋賀大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１１「熟練教師による指導法と関心・意欲・態度の評価法の一体化につい
て」（『日本教育実践学会研究大会論文集１０』，日本教育実践学会）１５５-
１５６頁

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１１「小学校教員養成における子ども社会学の意義に関する考察─立命館
メソッドの開発に向けて─」（『日本教育実践学会研究大会論文集１０』，
日本教育実践学会）１９-２０頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１２「TheMountain-ClimbingLearningMethodtoActivateCommunicative
AbilityinMathematicsClassroom」（APEC-TSUKUBAInternational
Conference，於：金沢大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００８.２「HowtoUsetheLessonEvaluationDate」（KhonKaenInternational
LessonStudyWorkShop,KhonKaenCity,Thai）

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.１１『社会科 間違いやすい・紛らわしい用語 指導辞典』（分担執筆，明
治図書）p.220,225,229,246,275,294,295,299

著書（共著）角田 将士

２００８.３「歴史教科書問題の脱構築─社会科教育学的視点からのアプローチ─」
（『立命館平和研究』９号立命館大学国際平和ミュージアム）１-１０頁

論文（単著）
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２００７.１０「『戦争』や『平和』を社会科授業でどう扱うべきか」（『立命館大学国
際平和ミュージアムだより』VOL.１５-１，立命館大学国際平和ミュージ
アム）８-９頁

その他（単著）角田 将士

２００７.１１「知識活用型学力とは何か─と聞かれたら 民主主義を視点に社会的
事象を批判的に理解できる力」（『社会科教育』No.５８２，明治図書）１４-
１５頁

その他（単著）

２００８.３「授業構成能力の育成を中核にした教員養成教育─社会科を事例とし
て」（京都地区私立大学教職課程研究連絡協議会『ニューズ・レター』
No.２７）１１-１２頁

その他（単著）

２００８.３「シカゴ市公園研究の問題と視角」（『立命館産業社会論集』４３巻４号）
４７-６７頁

論文（単著）川口 晋一

２００７.１２「特待生，その公正・公平性と公開性」（『たのしい体育・スポーツ』
２００７年１２月号）

論文（単著）草深 直臣

２００７.４「プロ・スポーツマンの肖像権」（小田進午他編集『スポーツ科学事
典』所収，紀伊国屋書店）

解説（単著）

２００８.３『グローバル化時代の政治学』（加藤哲郎・國廣敏文編，法律文化社）
Ⅰ-Ⅳ，２５９-２６０頁

著書（共編著）國廣 敏文

２００７.１１「ブランド構築：ブランドの育成強化とCSR」（川越憲治・疋田聰編著
『広告とCSR』，生産性出版）７７-９４頁

論文（単著）小泉 秀昭

２００７.１２「広告思想について」（日本広告学会第３８回全国大会，於：メルパルク
京都）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.９『男性介護者白書─家族介護者支援への提言』（かもがわ出版）全１９８頁著書（共著）斎藤 真緒
２００７.８「家事にうろたえ，孤立に悩む夫たち，息子たち─全国調査データが

示した“現実”」（『論座』８月号，朝日新聞社）２６１-２６８頁
論文（共著）

２００７.１１「大学生向けデートDV予防プログラム─「恋愛カフェ」の取り組み」
（『家族と健康』６４４号，日本家族計画協会）４-５頁

論文（単著）

２００７.９「男が介護するということ─家族・ケア・ジェンダーのインターフェ
イス─」（日本家族社会学会，札幌学院大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.６「大学生向けデートDV予防プログラム─「恋愛カフェ」─の取り組
み」（思春期保健相談士学術大会，自治医科大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.３「ロンドンの多民族多文化コミュニティにおける地域再生─北ウェス
トミンスターのNPO法人，「パディントン開発基金」とローカル・パ
ートナーシップ─」（科学研究費報告書）１９６-２３７頁

報告書（共著）坂本 利子

２００７.１１「感情社会学という暴力：生きられた感情経験をめぐって」（『立命館
大学産業社会論集』４３巻３号）２５-３９頁

論文（単著）崎山 治男

２００８.３「感情公共性という構想とその方途」（「ジェンダー，福祉，環境，およ
び多元主義に関する公共性の社会学的総合研究」科研費報告書（基盤
研究A・研究代表者：上野千鶴子 課題番号１６２０３０３０））２９-４０頁

論文（単著）

２００７.５「社会関係としての調査・社会調査という関係：ラポール・実践・関
係性」（関西学院大学COEシンポジウム「社会調査と学際性」，於：関
西学院大学）

学 会 発 表
（単独招待講演）

２００７.１１「心理主義化と社会批判の可能性」（日本社会学会第８０回大会，於：関
東学院大学）

学 会 発 表
（単独・国内）
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２００７.９「「公共」から「交響」へ─生存の可能性に向けて─」（日本社会病理学
会第２３回大会）

学 会 発 表
（単独・国内）

佐々木嬉代三

２００７.９“TheEducationReforminJapanafterWorldWar2”(2007Yanbian

InternationalconventionofSportsscience,KoreaSportsResearch)

pp.3-10

論文（共著）笹野恵理子

２００８.３「高校生の部活動にみる学校音楽文化形成─女子生徒の音楽活動を中
心に─」（『学校音楽教育研究』１２巻，日本学校音楽教育実践学会）５５-
６０頁

論文（共著）

２００７.８.２２「高校生の部活動にみる学校音楽文化形成─女性生徒の音楽活動を中
心に─」（日本学校音楽教育実践学会第１２回大会，於；くらしき作陽
大学，日本学校音楽教育実践学会）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.９.２８“TheEducationReforminJapanafterWorldWar2”(2007Yanbian

InternationalconventionofSportsscience(China),KoreaSports

Research)

学 会 発 表
（単独・国外・
招 待 発 表 ）

２００７.９.３０「教師の『語り』にみる学校音楽─学校音楽カリキュラムの再構築─」
（日本教育方法学会第４３回大会，於：京都大学，日本教育方法学会）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１１.１０「音楽教育研究において潜在的カリキュラム研究とは何か３─学校音
楽文化研究への視角─」（日本音楽教育学会第３８回大会，於：岐阜大
学，日本音楽教育学会）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.９.３０上掲招待発表 “TheEducationReforminJapanafterWorldWar2”

(2007YanbianInternationalconventionofSportsscience(China),

YanbianUniv.&KoreaSportsResearch)

受 賞
（Excellentaward）

２００７.５マーガレット.S.アーチャー著『実在論的社会理論─形態生成論アプ
ローチ─』（青木書店）全５４１頁

訳書（単訳）佐藤 春吉

２００８.３「存在論からの社会科学の刷新─批判的実在論を参照点にして─」
（『唯物論と現代』No.４０，文理閣）２０頁

論文（単著）

２００８.３.３０２１世紀の唯物論の課題「存在論からの社会科学の刷新─批判的実在論
を参照点にして─」（『唯物論と現代』No.４０，文理閣）２０

学 会 発 表
（シンポジウム報告）

２００７.４『市民の社会経済学』（八千代書房）全１７０頁著書（共編著）篠田 武司
２００７.１１「スウェーデン・デンマーク間の国境を越える地域開発」（『EU経済統

合の地域的次元』，ミネルヴァ書房）３０-４８頁
論文（単著）

２００７“PolarizingSocietyandQualityofLifeinJapan”(QualityofLife&

HappinessofPeople?─ InJapanandTheNetherlands,NIDO

EncountersSeriesVolume1,KITPublishers,Amsterdam)pp.112-122

論文（単著）

２００７.１１「ニュージーランド新年金制度『KiwiSaver』の導入が意味するもの」
（『賃金と社会保障』No.１４５３，旬報社）４-２２頁

論文（単独）芝田 英昭

２００７.１２「ニュージーランド新年金制度『KiwiSaver』の導入は何を意味するの
か（上）」（『民医連医療』No.４２４，全日本民主医療機関連合会）５０-５４頁

論文（単独）

２００８.１「ニュージーランド新年金制度『KiwiSaver』の導入は何を意味するの
か（下）」（『民医連医療』No.４２５，全日本民主医療機関連合会）４４-５１頁

論文（単独）

２００７.１２.０７「“救える命”をどう守るか・・問われる国民健康保険制度・・」（『ふ
るさと発』，NHK広島放送局）１９：３０～２０：００

調 査 報 告
（単独，生出演）

２００８.１.２１「命が守れない・・国民健康保険滞納急増の裏で・・」（『クローズアッ
プ現代』，日本放送協会（NHK））１９：３０～２０：００

調 査 報 告
（単独，生出演）
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２００７.５.２４「社会保障の発展と平和のために・・・日本国憲法第２５条（生存権）の
意義」（『しんぶん赤旗』，日本共産党中央委員会）

その他（単著）芝田 英昭

２００７.１１.８「ニュージーランドの実験・・・忍び寄る年金市場化」（同上）その他（単著）
２００８.２.１「命が切り捨てられる・・・「国民健康保険」崩壊の危機」（同上）その他（単著）

２００８.３『日本の自動車リサイクルの構造的限界─耐久消費財のリサイクル成
立の条件─』（博士（商学）学位論文，大阪市立大学）全１１０頁

論文（単著）杉本通百則

２００７.１２「思春期の「第二の誕生」を困難にするもの─「不登校」「ひきこもり」
をめぐって─」（『教育』２００７年１２月号，国土社）４２-４９頁

論文（単著）高垣忠一郎

２００７.６『１９～２０世紀東北日本の前近代型出生・生存・移動・死亡パターンの
歴史人口学的研究』（平成１５年度～平成１８年度科学研究費補助金（基
盤研究A）研究成果報告書，立命館大学）全４７８頁＋ⅶ

著書（編著）高木 正朗

２００８.３『１８・１９世紀の人口変動と地域・村・家族─歴史人口学の課題と方法
─』（古今書院）全３００頁＋ⅷ

著書（編著）

２００７.１２「仙台藩村落の人口変動と「共同性」─土地所有権の移動からみた─」
（『日本村落研究学会研究通信』No.２２０，第５５回大会テーマセッション
報告２００７.１２.２，於：鹿児島県大隈町中央公民館）２５-２６頁

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１１「グラムシアン・グローバリズムにみるグラムシの援用とヘゲモニー
分析」（『グラムシ没後７０周年記念シンポジウム文書報告集』，グラム
シ没後７０周年記念シンポジウム実行委員会編，いりす）７-１１頁

論文（単著）高島 正晴

２００７.８「グラムシアン・グローバリズムの最近の研究状況」（『季報 唯物論研
究』１０１号）５２-６１頁

論文（単著）

２００８.３「山口県の２００６年度国際インバウンド観光政策について～姉妹都市・
友好都市交流を活用したモニターツアーとグッドウィル・ガイド研修
会を中心に～」（『産業文化研究所所報』１７号）３-１３頁

論文（単著）

２００７.７「東アジア経済交流推進機構と関門地域─物流分野の取り組み─」（関
門地域共同研究会・成果報告会，於：アジア太平洋インポートマート）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００７.１１「北長門知恵の輪ネットワーク（山口県）」（中国・地域づくりフォー
ラム２００７，於：広島市）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００７.１２「グラムシアン・グローバリズムにみるグラムシの援用とヘゲモニー
分析」（グラムシ没後７０周年記念シンポジウム，於：明治大学）

研 究 発 表
（単独・国内）

２００８.３「女性に地図は読めないのか」（『GISと空間認知─進化する地図の科
学』，古今書院）１２７-１４０頁

論文（単著）竹内 謙影

２００８.３「自閉症スペクトラム児の特別なニーズと発達課題１─就学前後を対
象とした分析─」（日本発達心理学会第１９回大会準備委員会，於：追
手門学院大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００８.３「自閉症スペクトラム児の特別なニーズと発達課題２─学童低学年を
対象とした分析─」（日本発達心理学会第１９回大会準備委員会，於：
追手門学院大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００８.３「自閉症スペクトラム児の特別なニーズと発達課題３─学童高学年を
対象とした分析─」（日本発達心理学会第１９回大会準備委員会，於：
追手門学院大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.４「気候変動研究とサイエンス・ジャーナリズムの役割：英国マス・メ
ディアが伝えるClimateChange」（『日本の科学者』４２巻４月号）３０-
３５頁

論文（単著）竹濱 朝美
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２００７.１２「温室効果ガス排出削減の道すじ：世界排出量が減少傾向に転じるべ
き期限とその緊急性」（『日本の科学者』４２巻１２月号）１０-１５頁

論文（単著）竹濱 朝美

２００７.５「気候変動の現状と消費部門への再生可能エネルギー促進」（日本消費
経済学会３２回大会，於：中央学院大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１０「ドイツEEG法による太陽光発電の普及と太陽光電池産業の拡大」
（日本流通学会第２１回大会，日本消費経済学会西日本大会，於：酪農
学園大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.１「『鉱毒に消えた谷中』解説」（塙和也『鉱毒に消えた谷中 廃村１００
年』，随想舎）２７２-２７６頁

論文（単著）津田 正夫

２００７.５「新しい奄美をめざすコミュニティFM「あまみエフエム」～一〇局目
のNPO放送局～」（『新・調査情報』No５６．０７・５月号，東京放送）
７０-７３頁

研究ノート
（単著）

２００７.５.２８「CATVのパブリック・アクセス・チャンネル戦略」（デジタル&ブロー
ドキャスティング戦略特別セミナー，於：東京，SSKセミナールーム）

学 会 発 表
（講演）

２００７.９.２７「マスメディアと市民メディアの接点」（マスコミ倫理懇談会全国協議
会第５１回大会報道分科会，於：福井市アオッサ）

学 会 発 表
（講演）

２００７.１０.２７「パブリック・アクセスとマスメディア」（『週刊フジテレビ批評』，フ
ジテレビ）３０分

学 会 発 表
（テレビ出演）

２００８.２『ボランティアの臨床社会学Ⅱ─チャレンジドケースの臨床研究─』
（立命館大学人間科学研究所）全１６７頁

著書（単著）津上 正敏

２００７.９『男性介護者白書─家族介護者支援への提言─』（かもがわ出版）全
１９８頁

著書（共著）

２００７.８「家事にうろたえ孤独に悩む夫たち息子たち─全国調査データが示し
た“現実”」（『論座通巻』１４７号，朝日新聞社）２６１-２６８頁

論文（共著）

２００７.１２「うつろう家族 夫，息子─増える男性介護者」（『月刊ケアマネジメ
ント』Vol８．No１２，環境新聞社）１４-１８頁

論文（単著）

２００８.１「地域活性化ボランティア教育プログラムの深化と発展─Reflective
Approachの可能性─」（『大学時報』No.３１８，日本私立大学連盟）３８-
４５頁

論文（単著）

２００７.６「自立支援法の児童デイサービス事業への影響と障害児の放課後保障
の課題」（『立命館産業社会論集』４３巻１号）１２３-１４４頁

調 査 報 告
（共著）

２００７.１１『入門：グローバル化時代の新しい社会学』（西原和久・保坂稔（編），
新泉社）５２-５５,５６-５９,２３６-２３７頁

著書（共著）筒井 淳也

２００８.１『親密性の社会学：縮小する家族のゆくえ』（世界思想社）全２３９頁著書（単著）
２００７.９「学生生活の充実度と携帯電話保有：１９９１年からの趨勢の計量分析」

（『立命館大学産業社会論集』４３巻２号）１０３-１１２頁
論文（単著）

２００８.３「「未婚」の国際比較分析：結婚についての意識のズレの様相」
（『SSJDAリサーチペーパーシリーズ』３９号）５９-７３頁

論文（単著）

２００８.３「日本における配偶者選択方法の決定要因：JGSS-２００６による分析」
（『日本版GeneralSocialSurveys研究論文集：JGSSで見た日本人の意
識と行動』７号）２５-３２頁

論文（単著）

２００７.７「AnAlternateModelfortheComparativeAnalysisoftheMate-
SelectionProcess」（EASS（EastAsianSocialSurveys）General
Meeting，於：HongKongUniversityofScienceandTechnology）

学 会 発 表
（共同・国外）
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２００７.９「配偶者の選択方法の趨勢と帰結：JGSS-２００６による分析」（第１７回日
本家族社会学会大会，於：札幌学院大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

筒井 淳也

２００７.１１「社会学と経済学における「社会的ネットワーク」：その橋渡しから見
えてくるもの」（第８０回日本社会学会，於：関東学院大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.３「WeakeningFamilyNetworksintheAgeofWeakeningPublic
Welfare:VulnerabilityintheEastAsianCountries」（International
Symposium:“GlobalizationandNation-States”，於：立命館大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.３「職業分離と職場における権限へのアクセス─ライフコースパースペ
クティブによる職業キャリアの分析─」（中井美樹・杉野勇編『ライ
フコース・ライフスタイルから見た社会階層』２００５年SSM調査シリ
ーズ ９，２００５年SSM調査研究会）１０１-１２０頁

論文（単著）中井 美樹

２００８.３「階層化，ジェンダー化された消費ライフスタイルと文化資本」（菅野
剛編『階層と生活格差』２００５年SSM調査シリーズ １０，２００５年SSM
調査研究会）１-２８頁

論文（単著）

２００８.３「子育ての価値観と実践の階層差─公共性の視点から─」（片岡栄美編
『子どものしつけと教育戦略の社会学的研究─階層性・公共性・プラ
イヴァタイゼーション』）１２９-１３７頁

論文（単著）

２００８.３「社会階層，ライフコースと子育ての負担感─経済ストレスと育児ス
トレス─」（片岡栄美編『子どものしつけと教育戦略の社会学的研究
─階層性・公共性・プライヴァタイゼーション』）３３-５２頁

論文（単著）

２００７.１０『よくわかる統計学 Ⅰ 基礎編』（金子治平 他著，ミネルヴァ書房）
３４-４３,１１４-１３５頁

著 書
（分担執筆）

長澤 克重

２００７.１０『よくわかる統計学 Ⅱ 経済統計編』（御園謙吉 他著，ミネルヴァ書
房）２８-３７,１０４-１１３頁

著 書
（分担執筆）

２００８.３『１８・１９世紀の人口変動と地域・村・家族─歴史人口学の課題と方法
─』（高木正朗編，古今書院）１７７-１９５頁

著 書
（分担執筆）

２００７.６「江戸末期の狐禅寺村の人口構造と平均余命」（『１９～２０世紀東北日本
の前近代型出生・生存・移動・死亡パターンの歴史人口学的研究』
（平成１５年度～平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（A））成果報告
書（研究代表者：高木正朗，立命館大学産業社会学部教授）１９５-２０６頁

論文（単著）

２００７.７「同和教育の具体的な検証を─子どもの自立を阻むもの」（『こぺる』
No.１７２，こぺる刊行会，阿吽社）１-６頁

論文（単著）中西 仁

２００７.７「公共って？」（『社会科教育』No.５７８，明治図書）５８-５９頁論文（単著）
２００７.１２「『公共』の教材化・授業化」（『社会科教育』No.５８３，明治図書）６６-６７

頁
論文（単著）

２００８.３「学習障害のある児童・生徒と社会科授業」（『京教社会』No.１２，京都
教育大学社会系教育研究会）３-１２頁

論文（単著）

「時代の特徴を考える中学校歴史学習─関東大震災と阪神淡路大震災」
（近現代史教材授業づくり研究会第９回大会，於；東大阪市立市民会館）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.４「「対話の力」が「場所の力」を呼び覚ます─「場所の力」を引き出す
デザインはいかにして可能か？」（『こころのたねとして 記憶と社会
をつなぐアートプロジェクト』，ココルーム文庫ISBN978-4-9904096-
0-9）２０６-２３０頁

論文（共著）永橋 為介

「環境教育の実践」（『住宅会議』７０号，日本住宅会議）１７-２１頁論文（単著）
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２００７.６“Howtocreatebeautifulpartnershiptomakesustainablecommunity?

─acasestudyofmakinglocalagenda21inthedifficultof
consolidationofsmallermunicipalities─”(PacificRimCommunity
DesignNetwork,the6thConference,Quanzhou,China,http://

courses.washington.edu/quanzhou/pacrim/)pp.18-21

学 会 発 表
（単独・国外）

永橋 為介

２００７.１０「林惺嶽の風景画における本質的なるものの探究─西洋近代の風景描
写との比較から─」（InternationalSymposiumonHsin-YuehLINand
ContemporaryArtTrend,CouncilforCulturalAffairs,Taiwan/

National,TaiwanMuseumofFineArts）pp.28-42

論文（単著）仲間 裕子

２００７.１１「ツェムリンスキーの時代の美術─ウィーン分離派からフォーゲラー
まで─」（『こびと～王女様の誕生日』，滋賀県立芸術劇場びわ湖ホー
ル）１５-２０頁

論文（単著）

２００７.４「ツェムリンスキーの時代の美術─ウィーン分離派からフォーゲラー
まで─」（シンポジウム「ツェムリンスキーの音楽とその時代」，滋賀
県立芸術劇場びわ湖ホール）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.８“AestheticsofJapanasSelf-ReferencesinContemporaryArt”(Asian

SocietyofArts,立命館大学)
学 会 発 表

（単独・国内）
２００７.９「ドイツ美術におけるロマン主義の現在」（「ドイツロマン主義と現代

美術」，シンポジウム「ドイツ・ロマン主義の〈現在〉─美術，音楽，
思想から─」，国立新美術館）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.１０「林惺嶽の風景画における本質的なるものの探究─西洋近代の風景描
写との比較から─」（InternationalSymposiumonHsin-YuehLINand
ContemporaryArtTrend,NationalTaiwanMuseumofFineArts）

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.５「社会臨床的アプローチの考え方」（天賀谷隆ほか編『（実践精神科看
護テキスト）家族関係・障がい者福祉』精神看護出版）１４６-１６５頁

論文（単著）中村 正

２００７.９「男らしいコミュニケーションにそくしてすすめる変化のための対話
─男性性とジェンダーの視点からの社会臨床へ─」（『家族療法研究』
２４巻２号）８-１１頁

論文（単著）

２００７.１０「自立と孤立をめぐる社会臨床学的考察─虐待する父親たちのグルー
プワークをとおして─」（『そだちと臨床』４号，明石書店）１２６-１２９頁

論文（単著）

２００７.１２「暴力と男性（性）をめぐる心理教育プログラム─社会臨床的アプロ
ーチと心理社会学的な視点─」（『現代のエスプリ』４８５号，至文堂）
１-１２頁

論文（単著）

２００７.３「役割モデルを提供できなくなった現代の父親たち」（『児童心理』８７４
号，金子書房）６４-６９頁

論文（単著）

２００７.９「フィールドワークという学びの実践：多文化間精神医学への貢献」
（『こころと文化』６巻２号，多文化間精神医学会）１１７-１２４頁

論文（単著）原尻 英樹

２００７.１０「韓流に乗っても乗らなくても日本：ひとつの選択肢としての日本生
活」（『アジア遊学』No.１０４，勉誠出版）１２-２４頁

論文（単著）

２００８.１「海域世界の宗教的実践の意味：韓国・済州島と日本・壱岐島の事例」
（AsianArtsSocietyVol.２January２００８（原文韓国語「해역 세계의 종
교적 실천의 의미：한국 제주도와 일본 이키섬의 사례」），AsianArts
Society（韓国））pp.１-１２

論文（単著）
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２００８.３.３１“Globalization,StateInterest,andCulturalCapital:KoreanRelocation

toJapansince1910”(TransnationalMigrationinEastAsia,editedby

ShinjiYamashita,MakitoMinami,DavidHainesandJerryS.Eades,

SenriEthnologicalReports77,NationalMuseum ofEthnology,

Osaka)pp.29-38

論文（単著）原尻 英樹

２００７.１２“TheKokoroEducation:LandscapingtheHeartsandMindsof

Japanese”SocialEducationinAsia:CriticalIssuesandMultiple

Perspectives（著書）,(InformationAgePublishing,Charlotte,USA)
pp.３９-５６

論文（単著）東 自由里

２００７.４.２６「現代のことば：プラハのウルトラマン」（『京都新聞』，夕刊）２頁その他（単著）
２００７.６.２０「現代のことば：アインシュタインのジョーク」（『同上』，夕刊）２頁その他（単著）
２００７.８.２２「現代のことば：男をかえせ：ローゼンシュトラーセの女たち」（『同

上』，夕刊）２頁
その他（単著）

２００７.１０.２３「現代のことば：アテンション・プリーズ」（『同上』，夕刊）２頁その他（単著）
２００７.１２.２０「現代のことば：ガールパワー」（『同上』，夕刊）２頁その他（単著）
２００８.２.２５「現代のことば：“ご一行様”にご用心」（『同上』，夕刊）２頁その他（単著）
２００７.６“LandscapesandPowerinJapaneseTextbooks:PastandPresent”

(HongKongInstituteofEducation,CenterforCitizenshipEducation,

香港教育学院)

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.１１“SocialStudiesinEastAsia:ChangesandIssues”(87thAnnual

Conference,NationalCouncilofSocialStudies(NCSS),Collegeand

UniversityFacultyAssembly(CUFA),SanDiego,USA))

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.５.２６「現代の新聞と人々の意識─全国紙の内容分析は社会調査の一環たり
うるか」（第５８回関西社会学会，於；同志社大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

樋口 耕一

２００７.９.２４「計量テキスト分析の提案と実践（ワークショップ：テキストマイニ
ングによる内容分析の現状と課題）」（日本社会心理学会第４８回大会，
於；早稲田大学）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００８.２.２「計量テキスト分析の提案─その方法と実現のためのプログラム」（日
本質的心理学会研究交流委員会主催シンポジウム「テキストマイニン
グからみた質的研究のもう一つの未来」，於；立命館大学）

シンポジウム
講演（単独）

２００７.１０.１３「「計量テキスト分析」による言語データの解釈」（関西学院大学大学
院社会学研究科２１世紀COEプログラム２００７年度連続シンポジウム
「大学院における社会調査教育はどうあるべきか」第３回「社会調査
と言語」，於；関西学院大学）

シンポジウム
講演（単独）

２００８.３“TheConditionsofResearchintoNationalismandNationalIdentity:

TheBridgingbetweenClassicalandPost-classicalPerspectives”（神戸
親和女子大学『研究論叢』４１号，神戸親和女子大学）７３-８４頁

論文（単著）日高 勝之

２００８.３“GlobalisationandInternatinalRelationTheories:‘Multipolar

Mitosis’?ApproachingMedia,MNCs,andSecurity”（神戸親和女子大
学『研究論叢』４１号，神戸親和女子大学）８５-９８頁

論文（単著）

２００７.１１「NHK and the Japanese Media in the TurbulentEra of

Overconsumption」（OxfordUniversityJapanSocietySeminar（おける
OrientalInstituteatOxfordUniversity,UK））

学 会 発 表
（単独・国外）
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２００８.２「IdeologyandNeutralityofJapaneseJournalism」（OxfordUniversity
Japan SocietySeminar（お け る OrientalInstituteatOxford

University,UK））

学 会 発 表
（単独・国外）

日高 勝之

２００８.３「フランスにおける家族手当制度の形成と展開─第一次世界大戦後の
パリ地域補償金庫を中心として─（上）」（『立命館産業社会論集』４３巻
４号）２３-４６頁

論文（単著）深澤 敦

２００７.７『殉国と反逆：「特攻」の語りの戦後史』（青弓社）全２１８頁著書（単著）福間 良明
２００７.７『東アジアの終戦記念日』（佐藤卓己・孫安石編，第４章「沖縄におけ

る『終戦』のゆらぎ」，筑摩書房）８５-１１８頁
著 書
（分担執筆）

２００８.３『戦間期日本の社会集団とネットワーク』（猪木武徳編 第７章「民族
知の制度化」，NTT出版）１５８-１８２頁

著 書
（分担執筆）

２００８.３『ラーニング・アロン』（佐藤卓己・井上義和著 第６章「社会通信教
育の変容と『改善の知』の系譜」，新曜社）１６１-１９２頁

著 書
（分担執筆）

２００７.１２「『ポーランド農民』の方法論再考」（『立命館産業社会論集』４３巻３号）
３９-５９頁

論文（単著）宝月 誠

２００８.３「シカゴ学派の逸脱研究の再検討」（『平成１７年～平成１９年度科学研究
費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書』，立命館大学産業社会学
部）１-１２１頁

論文（単著）

２００７.１０「徳川直人『G.H.ミードの社会理論』」（『社会学研究』８２号，東北社会
学研究会）１４７-１５３頁

書評（単著）

２００７.１０.２８“DeliberativePolls:EnhancingDemocraticCitizenship”(Peaceasa

GlobalLanguageConferenceVI,KyotoUniversityofForeign

Studies,Kyoto,Japan.)

学 会 発 表
（単独・国内）

IanT.Hosack

“TransitiontoLaterLIfeandQualityofLife”(Stam,J.A.,Veenhoven,

R.(eds.)QualityofLife&Happinessofpeople.NIODEncounter

SeriesVolume1.,KITPublishers.TheNetherlands)pp.122-139

論文（単著）前田 信彦

２００８.３「高齢期における地域生活の治安とヒューマンセーフティ」（『セーフ
コミュニティ・サーベイランス国際会議：京都』）

学 会 発 表
（単独・国内）

２００７.７「保健・医療・福祉の総合的展開に向けて─２００６年医療改革法後の制
度的枠組みを踏まえて─」（『月間自治フォーラム』，Vol.５７４）１１-１７頁

論文（単著）松田 亮三

２００７.１０「２１世紀の都市環境と人の健康」（『アーバン・アドバンス』No.４４，名
古屋都市センター）５-１２頁

論文（単著）

２００７.８「健康格差と社会政策：政策内容と政策過程」（近藤克則『保健医療科
学』５６２）６３-７５頁

論文（共著）

２００７.１０“NationalActionPlanonCancerCare”(HealthPolicyMonitor,

October2007.Availableathttp://www.hpm.org/survey/jp/a10/5）
報告（単著）

２００７.１０“Reorganizationofregularhealthcheck-ups”(HealthPolicyMonitor,

October2007.Availableathttp://www.hpm.org/survey/jp/a10/4）
報告（単著）

２００７.１０“DelegationofGovernment-ManagedHealthInsurance”(Health

PolicyMonitor,October2007.Availableathttp://www.hpm.org/

survey/jp/a10/3）

報告（単著）

２００７.１０“AddressingthePhysicianShortage”(HealthPolicyMonitor,

October2007.Availableathttp://www.hpm.org/survey/jp/a10/2）
報告（単著）

２００７.１０“Improvingfunctionsofthefrailelderly”(HealthPolicyMonitor,

October2007.Availableathttp://www.hpm.org/survey/jp/a10/1）
報告（単著）
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２００８.２「医療・福祉における地域・住民エンパワメント─エンパワメントに
向けたイノベーション─」（棟居徳子共編，オープンリサーチセンタ
ー整備事業『臨床人間科学の構築』ヒューマンサービスリサーチシリ
ーズ７，京都：立命館大学人間科学研究所）

報告書（共編）松田 亮三

２００７.１２「M.ヴェーバーと経済倫理：主要五論文を中心として」（『立命館産業
社会論集』４３巻３号）１０７-１３２頁

紹介（単著）松葉 正文

２００８.３「J.J.ルソーの所有問題について：主要三著作を中心として」（『立命館
産業社会論集』４３巻４号）１７５-１８５頁

覚書（単著）

２００７.７『障害者自立支援法と実践の創造』（全国障害者問題研究会出版部）全
１５０頁

著書（単著）峰島 厚

２００７.４「障害者の日中活動の保障」（障害者生活支援システム研究会編『障害
者自立支援法と人間らしく生きる権利』，かもがわ出版）７８-９８頁

論文（単著）

２００７.４「障害者自立支援法施行後の動向と私たちの課題（上）」（『みんなのね
がい』２００７年４月号，全国障害者問題研究会出版部）４４-４６頁

論文（単著）

２００７.５「障害者自立支援法施行後の動向と私たちの課題（下）」（『みんなのね
がい』２００７年５月号）４４-４６頁

論文（単著）

２００７.５「障害者入所施設の脱施設化にみる居住施策の検討」（『居住福祉学研
究』５号，日本居住福祉学会）１１-１５頁

論文（単著）

２００７.７「地域で自立はすすんだのか─障害者自立支援法を考える」（『月刊保
団連』２００７年７月号（９４１号），全国保険医団体連合会）４-１０頁

論文（単著）

２００７.８「心臓病者にとっての障害者自立支援法」（全国心臓病の子どもを守る
会編『心臓を守る』２００７年８月号（５２１号），全国心臓病の子どもを守
る会）１２-１３頁

論文（単著）

２００７.８「権利保障運動の成果と課題」（全障研研究推進委員会編『障害者の人
権と発達』，全国障害者問題研究会出版部）５７-６７頁

論文（単著）

２００７.１２「働きたいというねがいに応えるために─雇用制度を改善する取り組
みと労働教育の課題」（『みんなのねがい』２００７年１２月号）１６-１９頁

論文（単著）

２００７.１２「障害者自立支援法と障害者の人権保障」（『人権２１調査と研究』１９１
号，岡山人権問題研究所）３-１５頁

論文（単著）

２００８.３「障害者自立支援法は出直すしかない─抜本的見直しにむけて」（『み
んなのねがい』２００８年３月号）４４-４６頁

論文（単著）

２００７.９「プロイセン州「公的肢体不自由者福祉法」，同法施行令（１９２０）」（『立
命館産業社会論集』４３巻２号）１２７-１４５頁

翻訳（共訳）

２００７.９自主シンポジウム「一般就労を考える２自己決定をめぐって」（日本
特殊教育学会４５回大会発表要旨集，日本特殊教育学会）４４頁

学 会 発 表
（共同・国内）

２００８.３『模倣から「科学大国」へ─１９世紀ドイツにおける科学と技術の社会
史』（世界思想社）全４２８頁

著書（単著）宮下 晋吉

２００７.９「F.Reuleauxと産業助成協会の新展開に関する一論考─フィラデルフ
ィア万国博覧会からドイツ帝国特許法，世界市場展開へ─」（『立命館
産業社会論集』４３巻２号）２１-４４頁

論文（単著）

２００７.６「虐待防止の親教育」，「DV被害を受けた母子への二次予防的介入」
（『コミュニティ心理学ハンドブック』，日本コミュニティ心理学会編，
東京大学出版会）５７７-５８１，５８２-５８６頁

論文（単著）村本 邦子

２００８.１「DVへの危機介入」（『エンパワーメントのカウンセリング』第三章，
井上孝代，川島書房）６５-８４頁

論文（単著）
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２００８.２「民間法人における性虐待被害者とのかかわり」（『性虐待をふせぐ─
子どもを守る術』第８章，石川瞭子編著，誠信書房）１４９-１５９頁

論文（単著）村本 邦子

２００７.７「児童虐待─なぜ起きる？どう対処すればいいのか？」（『滋賀の部
落』，滋賀県同和問題研究所）

論文（単著）

２００７.１１「仕事観の形成とワークライフバランス」（『女性ライフサイクル研究』
１７号）８-１５頁

論文（単著）

２００７.１１「MultidimensionalAssessmentofTraumaImpact,Recovery,and
Resilience:ABriefReportontheJapaneseVersionoftheMTRR-99」
（“JournalofAggression,Maltreatment&Trauma”No.14）pp.107-
118

論文（単著）

２００８.３「からだとイメージ」（『心理臨床における臨床イメージ体験』，創元
社）２３４-２３５頁

論文（単著）

２００７.６「ワークショップ法曹養成教育における法と心理の連携」（法と心理学
会第６回ワークショップ，於：立命館大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.８「倫理ワークショップ」（日本コミュニティ心理学会第１０回大会，於:
九州大学）

学 会 発 表
（共同・国内）

２００７.１１「戦争と女性」（InternationalconferenceRememberingNanjingOn
the70thanniversaryoftheNanjingTragedy）

学 会 発 表
（単独・国外）

２００７.１１「カナダにおけるグローバル教育の展開」（日本グローバル教育学会編
『グローバル教育の理論と実践』，教育開発研究所）４６-４９頁

論文（単著）森田 真樹

２００７.９『吉田玉男 文楽藝話』（日本芸術文化振興会）全２８７頁著書（共著）森西 真弓
２００８.３『上方芸能事典』（岩波書店）全６０２頁著書（単編著）

２００７.７“Two-stagedecisionmakingintheMontyHallDilemma”（The10th
EuropeanCongressofPsychology（Prague））

学 会 発 表
（単独・国外）

門田幸太郎

２００７.１１「外国新聞の概況 北欧」（日本新聞協会編『日本新聞年鑑 ’０７/’０８年
版』，電通）９０-９１頁

調 査 報 告
（単著）

柳澤 伸司

２００８.３「優れたNIE実践とは─理論化のためのフレームづくり─」（『日本
NIE学会誌 ２００８ 第３号』，日本NIE学会）８１-８３頁

その他（単著）

２００８.３「生徒の価値態度からみた体育授業の構成要因および各要因を代表す
る項目の検討─体育授業の目標・学習内容を踏まえて─」（『日本教科
教育学会誌』３０巻４号，日本教科教育学会）２９-３８頁

論文（共著）山下 秋二

２００７.８『高校物理‘検定外’教科書』（宝島社）全２５６頁著書（単著）山下 芳樹
２００８.２『大人のためのサイエンスIQ』（化学同人）全１９５頁著書（共著）
２００８.１０「世界でもっと美しい１０の科学実験」（Rika-tan（理科の探究），星の環

会）１頁
書評（単著）

２００７.９「障害者の社会参加と人的支援」（『リハビリテーション 障害者の福
祉』２７巻９月号）１０-１３頁

論文（単著）山本 耕平

２００８.２「いま，障害者グループホーム・ケアホームは，いま何を考えなけれ
ばならないのか」（『福祉のひろば』）８-１６頁

論文（単著）

２００７「権利家計からみ在日コリアンが集住する長屋ブロックの空間変容」
（韓勝旭『日本建築学会論文報告集』６１９号）９３-９９頁

論文（共著）リム ボン

２００７「歴史都市・京都の個性と魅力づくり─その具体策を考える─」（『都
市研究・京都』２０）４５-５６頁

論文（単著）


